
 　
大
阪
ガ
ス（
株
）　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所（
Ｃ
Ｅ
Ｌ
）で
は
、今
年
初
め「
こ

れ
か
ら
の
住
ま
い
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
生
活
意
識
調
査
」
を
行
っ
た
。

一
昨
年（
二
〇
〇
五
年
）に
第
一
回
調
査
を
行
っ
た
後
、昨
年（
二
〇
〇
六
年
）

は
郵
送
調
査
を
行
っ
て
お
り
、今
回
は
第
三
回
目（
留
置
調
査
と
し
て
は
二
回

目
）と
な
る
。
第
一
回
の
回
答
者
に
加
え
、新
規
の
回
答
を
新
た
に
七
〇
〇
名

の
方
に
お
願
い
し
、合
計
一
一
六
一
名
か
ら
の
回
答
を
得
て
い
る
。 

　
今
回
は「
持
続
可
能
性
と
生
活
満
足
」
を
テ
ー
マ
と
し
、従
来
か
ら
の
環
境
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
、食
生
活
に
関
す
る
質
問
の
他
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
や
少
子
高
齢
化
を
背
景
と
す
る
住
ま
い
の
あ
り
方
な
ど
に
関
し
て
も
調

査
を
行
っ
て
い
る
。問
題
意
識
と
論
点
を
絞
り
込
ん
だ
詳
細
な
分
析
は
他
の
論

考
で
行
い
、本
稿
で
は
、①
調
査
方
法
の
概
要
、②
調
査
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
問

題
意
識
の
確
認
、③
調
査
内
容
の
全
体
像（
概
要
）を
明
ら
か
に
す
る
。 

    　
第
一
回
「
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
生
活
意
識
調

査
」と
は
、”「
住
ま
い
・
生
活
」に
関
し
て
生
活
者
が
抱
え
る
現
在
の
問
題
、期

待
す
る
姿
・
方
向
、そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
解
決
策
、今
後
の
あ
り
方
な
ど
を

分
析
・
研
究
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
“を
目
的
と
し
、当
研
究
所

が
二
〇
〇
五
年
一
〜
二
月
に
行
っ
た
調
査
で
あ
る
。 

　
今
回
の
第
三
回
調
査
は
、そ
の
継
続
調
査
と
い
う
位
置
づ
け
で
、二
〇
〇
七

年
一
月
二
五
日
〜
二
月
一
三
日
に
行
っ
た
。
本
調
査
の
特
徴
の
一
つ
は
、同
一

回
答
者
に
対
す
る
継
続
調
査（
い
わ
ゆ
る
パ
ネ
ル
調
査
）を
行
っ
て
い
る
と
い
う

点
で
、意
識
や
行
動
に
関
す
る
”個
人
“の
変
化
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。今
回

も
、第
一
回
調
査
で
の
回
答
者
一
〇
三
四
人
中
六
五
〇
名
分
の
継
続
回
答
を

得
て
、分
析
に
幅
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。一
方
で
、分
析
に
統
計
的
な
意

味
を
持
た
せ
る
た
め
に
は
、一
定
の
回
答
者
数
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
に
な

少
子
高
齢
化
時
代
の
住
ま
い
と
生
活
 

は
じ
め
に 

調
査
方
法
の
概
要 

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

まあある　
60.7％

0.0

4.7

23.3

9.3

0.4

1.5

0.7

1.8

10.5

11.8

2.6

15.2

18.7

12.6

29.1

17.0

20.0

21.1

10.2

24.0

6.5

7.6

8.3

10.9

1.9

2.2

4.1

3.9

19.6

30.1

2.0

9.0

6.3

37.8

33.2

33.2

8.3

22.7

15.5

40.4

27.6

25.3

36.2

37.9

38.3

15.9 2.6

12.2

4.7

31.2

13.5

21.4

2.4

0.9

1.4

0.9

1.5

0.9

0.9

41.8

0.8

37.6

1.2

23.3

1.1

26.1

0.8

40.9

0.7

34.6

1.1

34.6

0.9

39.7

20.0

23.9

48.8

38.4

27.0

25.2

28.5

29.8

7.8

11.8

10.7

14.6

7.4

8.5

8.6

3.0

3.1

4.4

3.3

4.5

1.3

2.8

2.9

1.5

2.0

2.6

1.6

4.1

1.2

1.3

1.6

0.9

21.1

15.7

9.2

9.6

17.8

21.0

18.0

19.8

3.5

2.8

1.9

2.0

3.7

5.4

4.8

4.5

0.9

2.3

特 集   現代生活者の住まい・生活観 2007  
持続可能性と生活満足 

豊田　尚吾　Written by Shogo Toyota

持続可能性と生活満足

特　集

3 CEL Sep.  2007

「
持
続
可
能
性
と
生
活
満
足
」
の
両
立
に
つ
い
て

Ⅰ 

CEL本文  07.9.27 2:16 PM  ページ 3



る
。し
た
が
っ
て
、今
回
新
た
に
七
〇
〇
名
の
新
規
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者
を
加

え
、う
ち
五
一
一
名
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
。
結
果
、合
計
一
一
六
一
名
も
の

回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。大
量
の
質
問
に
対
す
る
回
答
と
い
う
少
な
く
な

い
負
荷
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
、こ
の
誌
面
を
借
り
て
感
謝
す
る
と
と

も
に
、そ
の
善
意
に
応
え
る
た
め
に
も
、こ
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
、社
会
的
に

有
用
な
情
報
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
環
境
に
関
し
て
、一
昨
年
、個
人
情
報
保
護
法
の
施
行

と
い
う
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
前
提
と
な
る
住

所
と
個
人
名
な
ど
の
情
報
取
得
が
非
常
に
困
難
と
な
っ
た
。本
調
査
は
行
政
が

行
う
社
会
調
査
な
ど
も
広
く
手
が
け
て
い
る
社
団
法
人
中
央
調
査
社
に
調
査

業
務
を
委
託
し
、当
研
究
所
に
は
回
答
者
の
個
人
名
や
住
所
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、個
人
を
特
定
で
き
る
よ
う
な
情
報
は
一
切
伝
わ
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。し
か
し
な
が
ら
、調
査
機
関
が
行
政
に
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
を
申
請

す
る
際
、調
査
目
的
や
活
用
に
関
す
る
公
共
性
が
よ
り
厳
し
く
審
査
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、民
間
企
業
の
一
部
署
が
行
う
調
査
に
対
し
て
、従
来
は
認
め
ら

れ
て
い
た
名
簿
の
閲
覧
が
制
限
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
た
。 

　
ま
た
、回
答
を
お
願
い
し
た
方
々
の
意
識
も
高
ま
り
、「
な
ぜ
ア
ン
ケ
ー
ト
に

答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」、「
本
当
は
何
を
目
的
と
し
て
い
る
の
か
」と
の

お
問
い
合
わ
せ
や
、特
に
関
西
地
域
を
事
業
基
盤
と
す
る
民
間
企
業
が
、な
ぜ

他
地
域
の
市
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
の
か（
新
手
の
営
業
手
法
で
は
な
い
か
）

と
い
っ
た
疑
念
の
声
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
目
的
や
過
去
の
活
用
実
績

を
説
明
し
、ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
場
合
も
あ
れ
ば
、回
答
す
る
つ
も
り
は
な

い
と
お
断
り
を
い
た
だ
く
場
合
も
あ
っ
た
。今
後
は
、よ
り
い
っ
そ
う
の
個
人
情

報
保
護
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
調
査
設
計
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
痛
感
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
調
査
に
対
す
る
環
境
変
化
の
中
、既
に
述
べ
た
よ
う
に
、今
年

初
め
三
回
目
の
調
査
を
実
施
し
た
。
方
法
は
第
一
回
調
査
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ

る
。
①
調
査
地
域
‥
全
国
、②
調
査
対
象
‥
満
二
〇
歳
〜
七
一
歳
の
男
女
個

人（
第
一
回
調
査
で
六
九
歳
で
あ
っ
た
方
へ
の
追
跡
調
査
の
結
果
、七
一
歳
と

な
ら
れ
た
方
が
い
る
）、③
標
本
数
‥
一
六
九
一
人〔
継
続
対
象
者
九
九
一
人

＋
新
規
対
象
者
七
〇
〇
人
〕（
う
ち
回
収
数
一
一
六
一
人〔
継
続
対
象
者
六

五
〇
人
＋
新
規
対
象
者
五
一
一
人
〕）、④
抽
出
方
法
‥
層
化
二
段
無
作
為

抽
出
法
、⑤
調
査
方
法
‥
留
置
記
入
依
頼
法
、⑥
調
査
時
期
‥
二
〇
〇
七
年

一
月
二
五
日
〜
二
月
一
三
日
。 

    　
今
回
、調
査
を
設
計
す
る
に
あ
た
り
、問
題
意
識
の
絞
り
込
み
を
行
う
必

要
が
あ
っ
た
。そ
れ
が
今
回
の
特
集
の
テ
ー
マ
と
も
な
っ
て
い
る「
持
続
可
能
性

と
生
活
満
足
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。 

　
当
研
究
所
で
は
、豊
か
な
生
活
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
研
究
や
提
言

を
行
い
、可
能
な
範
囲
で
実
践
す
る
こ
と
を
組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
い
う
”豊
か
さ
“は
、単
に「
今
よ
け
れ
ば
よ
い
」、「
自
分
た
ち
さ
え
よ
け

れ
ば
よ
い
」と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
の
は
、当
研
究
所
の
設
立
当
初
か
ら

の
理
念
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
豊
か
さ
と
は
、単
に
現
時
点
で
の
物
質
的
な
豊
か

さ
を
享
受
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、持
続
可
能
で
各
地
域
・
各
時
代
に
普
遍

的
に
適
用
可
能
な
生
活
満
足
の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
も
ち
ろ
ん
、た
だ
一
つ
の
答
え
な
ど
は
な
い
が
、少
な
く
と
も
そ
の
よ
う

な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
持
っ
た
上
で
、活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。 

　
内
閣
府
の「
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」で
、も
の
の
豊
か
さ
と
心
の

豊
か
さ
の
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
か
と
い
う
質
問
が
長
年
継
続
し
て
な
さ
れ
て
い

る
。心
の
豊
か
さ
重
視
者
が
、も
の
の
豊
か
さ
重
視
者
を
恒
常
的
に
上
回
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
一
九
七
九
年
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。
当
研
究
所
は
そ
の
七
年
後

の
一
九
八
六
年
に
設
立
さ
れ
、昨
年
、設
立
二
〇
年
を
迎
え
た
。そ
の
間
、豊
か

さ
に
対
す
る
考
え
方
も
変
わ
っ
て
き
た
。 

　
少
子
高
齢
化
、環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
、情
報
化
と
い
っ
た
、

社
会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
さ
ま
ざ
ま
な
潮
流
が
発
生
し
て
い
る
。こ
の

先
、ど
の
よ
う
な
社
会
に
な
る
の
か
を
明
確
に
見
据
え
る
こ
と
の
で
き
る
者
は

多
く
な
い
で
あ
ろ
う
。調
査
の
回
答
を
見
て
も
、こ
れ
か
ら
の
世
の
中
が
ど
こ
に

向
か
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
の
不
安
が
表
れ
て
い
た
。一
方
で
、現
在
の
自
己
の

少
子
高
齢
化
時
代
の
住
ま
い
と
生
活
 

今
回
調
査
の
問
題
意
識
（
持
続
可
能
性
と
生
活
満
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） 
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な
ら
れ
た
方
が
い
る
）、③
標
本
数
‥
一
六
九
一
人〔
継
続
対
象
者
九
九
一
人

＋
新
規
対
象
者
七
〇
〇
人
〕（
う
ち
回
収
数
一
一
六
一
人〔
継
続
対
象
者
六

多
く
な
い
で
あ
ろ
う
。調
査
の
回
答
を
見
て
も
、こ
れ
か
ら
の
世
の
中
が
ど
こ
に

向
か
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
の
不
安
が
表
れ
て
い
た
。一
方
で
、現
在
の
自
己
の

生
活
満
足
度
に
対
す
る
評
価
は
高
い
。さ
ま
ざ
ま
な
問
題
は
抱
え
な
が
ら
も
、

今
、日
本
と
い
う
社
会
が
か
な
り
高
い
水
準
の
生
活
基
盤
を
人
々
に
提
供
で
き

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。 

　
そ
の
よ
う
な
状
態
を
維
持
、あ
る
い
は
、よ
り
良
い
も
の
に
し
つ
つ
、顕
在
化

し
つ
つ
あ
る
課
題
に
ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か
。そ
れ
を
「
持
続
可
能
性
と
生

活
満
足
」と
い
う
言
葉
に
集
約
し
た
の
が
今
回
の
調
査
で
あ
り
、本
誌
の
特
集

と
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

    　
本
節
で
は
、今
回
の
調
査
の
回
答
結
果
を
概
観
す
る
。今
号
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
各
論
考
は
、特
定
の
問
題
意
識
を
も
と
に
論
点
を
絞
っ
て
議
論
を
組
み
立

て
て
お
り
、必
ず
し
も
調
査
全
般
を
代
表
す
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、そ
れ
ら
に
先
駆
け
て
、調
査
結
果
か
ら
分
か
る
大
ま
か
な
傾
向
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
節
の
目
的
と
な
る
。
本
調
査
に
関
し
て
、本
誌
前
号

（
八
一
号
）の「
Ｃ
Ｅ
Ｌ
 

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
」に
て
、概
要
と
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
紹
介
し

た
。こ
こ
で
は
そ
れ
よ
り
は
も
う
少
し
論
点
を
幅
広
く
取
り
上
げ
つ
つ
、当
研

究
所
の
研
究
領
域
と
”持
続
可
能
性
“と
い
う
概
念
と
を
結
び
つ
け
、”環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
“、”少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
住
ま
い
・
生
活
“と
い
う
二
つ
の

課
題
に
即
し
て
結
果
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。な
お
、こ
れ
以
降
、二
〇
〇
五

年
の
第
一
回
調
査
を
”前
回
“調
査
と
表
現
し
て
い
る
。 

    　
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
関
心
を
尋
ね
る
と
、「
非
常
に
あ
る（
一
六
・
八
％
）」、

「
ま
あ
あ
る（
六
〇
・
七
％
）」と
、合
計
八
割
近
く
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。関
心
が
あ

る
の
は「
温
暖
化
や
異
常
気
象
な
ど
地
球
レ
ベ
ル
の
環
境
の
悪
化
が
心
配
だ
か

ら（
七
四
・
三
％
）」、「
家
計
費（
光
熱
費
）を
節
約
し
た
い
か
ら（
六
一
・
六
％
）」、

「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
な
ど
、身
近
な
生
活
環
境
の
悪
化
が
心
配
だ
か
ら

（
四
四
・
四
％
）」
と
、自
分
の
利
害
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
人
類
の
未
来
に
影
響

す
る
こ
と
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。 

　
一
方
、「
関
心
が
な
い
」と
し
た
人
の
回
答
理
由
と
し
て
は
、「
日
常
生
活
の

こ
と
で
精
一
杯
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
ま
で
意
識
が
ま
わ
ら
な
い
か
ら（
四
九
・
〇

％
）」と
い
う
意
見
が
圧
倒
的
多
数
で
あ
っ
た
。 

　
他
者
と
の
比
較
で
言
え
ば
、「
私
は
社
会
一
般
よ
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
関

心
が
高
い
」と
答
え
た
の
は
二
四
％（
「
そ
う
思
う（
四
・
五
％
）」、「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
そ
う
思
う（
一
九
・
九
％
）」
）で
あ
っ
た
。
省
エ
ネ
や
環
境
配
慮
に
関

す
る
行
動
に
つ
い
て
尋
ね
た
場
合
、積
極
的
な
実
践
者
と
い
う
の
は
、だ
い
た
い

全
体
の
二
割
前
後
で
あ
っ
た
。ロ
ハ
ス
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル（
後
述
）に
関
し

て
、自
分
が
ロ
ハ
ス
的
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
人
も
二
割
程
度
で
あ
っ
た
。こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、省
エ
ネ
や
環
境
配
慮
に
対
し
て
意
識
を
高
く
持
ち
、

実
践
も
行
っ
て
い
る
人
を
捉
え
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、全
体
の
二
割
程
度
と

い
う
数
字
が
一
つ
の
目
安
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

　
前
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、環
境
配
慮
行
動
に
積
極
的
に
関
わ
る
人
の
割

合
は
増
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。ま
た
、そ
の
他
の
省
エ
ネ
・
環
境
配
慮
に
対
す

る
意
識
と
し
て
、「
消
費
者
の
意
識
改
革
が
問
題
解
決
の
最
重
要
事
で
あ
る
」

と
い
う
意
見
は
、「
そ
う
思

う（
三
九
・
八
％
）」、「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う（
四

〇
・
七
％
）」と
な
っ
て
お
り
、

環
境
税
な
ど
の
制
度
的
な

金
銭
負
担
よ
り
は
、自
主

的
な
行
動（
高
め
の
冷
房
温

度
設
定
な
ど
）を
重
視
す

る
傾
向
が
強
い
。 

　
確
か
に
、一
人
ひ
と
り
の

意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と

は
重
要
に
は
違
い
な
い
が
、

持
続
可
能
性
と
い
う
視
点

で
見
る
と
、実
効
を
追
求
し

少
子
高
齢
化
時
代
の
住
ま
い
と
生
活
 

調
査
結
果
の
概
要 

省
エ
ネ
・
環
境
配
慮
行
動

環
境
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

1

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

まあある　
60.7％

全くない　
3.3％

無回答　
0.3％

非常にある　
　16.8％

総数 （n＝1161）

まあある　
60.7％

あまりない　
18.9％

「あなたはエネルギー問題に関心がありますか」図1
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て
い
く
と
い
う
態
度
や
危
機
感
が
、も
っ
と
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。や

は
り
意
識
の
啓
蒙
と
そ
れ
を
支
援
す
る
よ
う
な
政
策
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
、

効
果
的
な
課
題
解
決
に
は
不
可
欠
な
の
で
あ
ろ
う
。 

  　
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
中
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
関
わ
る
項
目
に

注
目
し
た
。 

　
家
庭
内
の
暖
房
に

関
し
て
は
、現
在
、「
石

油（
ス
ト
ー
ブ
、フ
ァ
ン
ヒ

ー
タ
ー
）」
を
主
に
利
用

（
五
三
・
四
％
）し
、「
電

気（
エ
ア
コ
ン
、ス
ト
ー
ブ
）」

を
補
助
的
に
使
う
家

庭
が
多
い（
三
八・六
％
）。

ま
た
、冷
房（
空
調
）に

つ
い
て
、エ
ア
コ
ン
の
保

有
は
、二
〜
三
台
が
三
八・

九
％
、四
〜
五
台
が
二
三・

五
％
と
、一
部
屋
に
一

台
化
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。 

　
給
湯
、調
理（
厨
房
）

に
関
し
て
は
、「
ガ
ス（
都

市
ガ
ス
、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
）」

の
シ
ェ
ア
が
高
い（
給
湯

で
六
三
・
八
％
、調
理
で

八
八
・
七
％
）。し
か
し
、

今
後
の
希
望
を
聞
く
と
、

電
気
の
利
用
意
向
が

高
い（
暖
房
で
五
〇
・
〇

％
、給
湯
で
三
二
・
一
％
、調
理
で
三
九
・
八
％
が
電
気
の
利
用
を
希
望
）。従
来

か
ら
あ
る
電
化
傾
向
に
加
え
、オ
ー
ル
電
化
住
宅
の
普
及
が
そ
の
意
向
に
反
映

し
て
い
る
よ
う
だ
。 

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト（
例
え
ば
冬
の
光
熱
費
）に
関
し
て
は
、料
金
に
つ
い
て
、電

気
は「
六
千
円
〜
一
万
円
未
満（
二
九
・
一
％
）」、「
一
万
円
〜
二
万
円
未
満

（
三
五
・
七
％
）」
。ガ
ス
料
金
は「
三
千
円
〜
六
千
円
未
満（
二
四
・
六
％
）」
、

「
六
千
円
〜
一
万
円
未
満（
二
六
・
六
％
）」、「
一
万
円
〜
二
万
円
未
満（
二
一
・

一
％
）」、灯
油
が「
使
っ
て
い
な
い（
二
三
・
三
％
）」、「
六
千
円
〜
一
万
円
未
満

（
一
七
・
〇
％
）」、「
一
万
円
〜
二
万
円
未
満（
一
〇
・
二
％
）」と
、電
気
に
比
べ

ば
ら
つ
き
が
大
き
い
。 

　
一
方
、ガ
ソ
リ
ン
代
金
は
、「
六
千
円
〜
一
万
円
未
満（
二
〇
・
〇
％
）」、「
一

万
円
〜
二
万
円
未
満（
二
四
・
〇
％
）」、「
二
万
円
以
上（
一
六
・
一
％
）」
と
、

個
々
の
光
熱
費
と
比
較
す
る
と
多
額
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

　
そ
こ
で
、車
の
保
有
状
況
を
見
る
と
、車
の
所
有
率（
リ
ー
ス
も
含
む
）は
八

八
・
五
％
と
非
常
に
高
い
。
一
方
で
、走
行
距
離
は「
年
間
一
万
キ
ロ
未
満
」が

過
半
数（
五
二
・
〇
％
）で
あ
る
。そ
う
考
え
る
と
、カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
の
活

用
余
地
は
あ
る
と
思
う
が
、利
便
性
を
犠
牲
に
す
る
な
ど
の
障
害
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
は
、も
う
一
工
夫
が
必
要
な
の
で
あ
ろ
う
。 

　
行
楽
、日
帰
り
旅
行
な
ど
の
宿
泊
を
伴
わ
な
い
外
出
頻
度
は
、月
に
一
回
以

下
と
い
う
回
答
が
四
八
・
八
％
と
ほ
ぼ
半
数
と
な
っ
た
。年
代
別
で
見
る
と
、男

女
と
も
四
〇
代
の
外
出
頻
度
が
一
番
少
な
い
。
家
族
構
成
の
影
響
か
仕
事
の

忙
し
さ
か
は
分
か
ら
な
い
も
の
の
、興
味
深
い
点
で
あ
る
。 

　
年
間
の
宿
泊
数
も
、「
年
に
一
泊
以
下
」が
三
九
・
〇
％
と
最
も
多
か
っ
た
。

男
性
で
は
三
〇
代
、五
〇
代
の
平
均
的
宿
泊
日
数
が
少
な
く
、女
性
で
は
四
〇

代
が
少
な
か
っ
た
。
一
方
で
、六
〇
代
以
上
の
女
性
の
宿
泊
外
出
頻
度
は
二
〇

代
女
性
と
遜
色
が
な
い
ほ
ど
多
い
。 

　
ロ
ハ
ス
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル（
※
）に
対
す
る
認
知
は
、「
よ
く
知
っ
て
い
る

（
二
・
〇
％
）」、「
だ
い
た
い
知
っ
て
い
る（
一
五
・
八
％
）」、「
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

（
三
二
・
〇
％
）」と
、浸
透
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、一
定
の
認
知
度
を
確
保
し
て

い
る
。
一
方
、”自
分
は
ロ
ハ
ス
的
生
活
者
で
あ
る
“と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、

「
大
変
そ
う
思
う（
一
・
六
％
）」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う（
一
八
・
六

少
子
高
齢
化
時
代
の
住
ま
い
と
生
活
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

まあある　
60.7％
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エネルギーの利用月額料金（2006年12月または2007年1月）図2
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電
気
の
利
用
意
向
が

高
い（
暖
房
で
五
〇
・
〇

い
る
。
一
方
、”自
分
は
ロ
ハ
ス
的
生
活
者
で
あ
る
“と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、

「
大
変
そ
う
思
う（
一
・
六
％
）」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う（
一
八
・
六

％
）」と
な
っ
て
い
る
。 

（
※
）
健
康
や
、地
球
環
境
へ
の
関
心
が
高
く
、健
康
に
よ
い
も
の
や
環
境
に
優
し
い
も
の
を
生

活
に
取
り
入
れ
つ
つ
、自
分
の
個
性
も
大
事
に
す
る
生
活
ス
タ
イ
ル
の
こ
と
。

   　
生
活
の
持
続
可
能
性
を
考
察
す
る
上
で
、日
本
社
会
の
少
子
高
齢
化
と
い

う
課
題
は
非
常
に
重
要
な
視
点
で
あ
る
。 

  　
前
回
調
査（
二
〇
〇
五
年
）の
回
答
者
六
五
〇
人
中
、転
居
や
建
て
替
え
、増

改
築
な
ど
、こ
の
二
年
間
で
住
ま
い
に
変
化
が
あ
っ
た
の
は
一
二
・
九
％
の
八
四

名
で
あ
っ
た
。 

　
高
齢
期
の
住
ま
い
に
関
す
る
希
望
で
肯
定
的
な
答
え
が
多
か
っ
た
の
は
、”元

気
な
う
ち
は
、思
う
存
分
自
分
の
趣
味
を
楽
し
め
る
住
ま
い
方
を
優
先
し
た
い

（
か
）
“と
い
う
設
問
に
対
し
、「
そ
う
思
う（
三
七
・
八
％
）」、「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
そ
う
思
う（
四
〇
・
四
％
）」。
”体
が
不
自
由
に
な
っ
て
も
在
宅
の
医
療
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
住
み
慣
れ
た
自
宅
に
住
み
続
け
た
い
“に
対
し
、

「
そ
う
思
う（
三
〇
・
一
％
）」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う（
三
三
・
二
％
）」

で
あ
っ
た
。逆
に
少
な
か
っ
た
の
は
、”体
が
不
自
由
に
な
っ
た
と
き
に
備
え
て
、元

気
な
う
ち
に
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
高
齢
者
専
用
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
転
居
し
た

い
“に
対
す
る
答
え
で
、「
そ
う
思
う（
二
・
〇
％
）」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う

思
う（
八
・
三
％
）」と
な
っ
て
お
り
、現
状
維
持
志
向
が
強
い
こ
と
が
分
か
る
。そ

の
よ
う
な
理
想
的
な
生
活
が
、高
齢
化
の
進
展
に
よ
っ
て
難
し
く
な
っ
て
く
る
こ

と
を
見
据
え
て
、今
の
う
ち
か
ら
対
処
策
を
用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。 

　
高
齢
化
に
関
し
て
い
え
ば
、実
の
親
と
の
同
居
に
関
し
て
は
、両
親
あ
る
い
は

片
方
の
親
と
同
居
し
て
い
る
回
答
者
は
三
三
・
四
％
と
ほ
ぼ
三
分
の
一
と
な
っ

て
い
る
。 

　
実
の
親
の
死
去
な
ど
で
、親
世
帯
が
住
ん
で
い
た
家
が
空
き
家
に
な
っ
た
り
、

別
の
人
が
住
ん
だ
り
、以
前
と
は
違
う
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
の
回
答
は
一
〇
・

六
％
。約
一
割
で
あ
り
、決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。ま
た
、そ
の

少
子
高
齢
化
時
代

少
子
高
齢
化
時
代
の
住
ま
い
と
生
活
生
活
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少
子
高
齢
化
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住
ま
い
と
生
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高
齢
化
社
会
の
住
ま
い

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

まあある　
60.7％
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現在の住まいで安心して住み続けられ
るように、体が不自由になる前から住
まいの改修をしておきたい

体が不自由になっても在宅の医療・福
祉サービスを受けながら住み慣れた
自宅に住み続けたい

体が不自由になったときに備えて、元
気なうちに有料老人ホームや高齢者専
用マンションなどに転居したい

体が不自由になったら子世帯と同居か
隣居か近居をして支えてもらいたい

体が不自由になったら特別養護老人ホ
ームや有料老人ホーム、グループホー
ムなどで暮らしたい

元気なうちは、思う存分自分の趣味を
楽しめる住まい方を優先したい
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一
一
四
名
の
中
で
、ほ
ぼ
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
三
七
・
七
％
、つ
ま

り
三
分
の
一
あ
る
。さ
ら
に
そ
の
約
半
分（
五
一
・
二
％
）が「
今
後
ど
う
す
る
か

は
未
定
」と
な
っ
て
い
る
。
全
体
の
シ
ェ
ア
で
見
る
と
僅
か
で
は
あ
る
も
の
の
、今

後
こ
の
よ
う
な
問
題
が
増
え
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
、そ
の
場
合
の
対
処
方
法

は
事
前
に
考
え
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

  　
少
子
高
齢
化
の
中
、家
庭
内
の
調
理
文
化
の
持
続
可
能
性
、食
生
活
に
対

す
る
満
足
度
な
ど
に
着
目
し
た
。 

　
食
生
活
に
対
す
る
満
足
度
は
高
い（
「
満
足（
三
八
・
六
％
）」、「
や
や
満
足

（
三
九
・
七
％
）」
）。
他
方
、不
満
項
目
で
多
か
っ
た
の
が「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス（
三

三
・
三
％
）」、「
食
の
安
全
・
安
心（
二
六
・
七
％
）」、「
農
薬
な
ど（
二
一
・
一
％
）」

で
あ
っ
た
。量
的
な
満
足
度
は
高
い
も
の
の
、健
康
維
持
・
増
進
と
い
う
、食
の
基

盤
と
な
る
機
能
に
対
す
る
不
安
や
不
満
が
見
ら
れ
る
。や
は
り
食
の
分
野
で

も
、持
続
可
能
で
安
心
で
き
る
食
生
活
を
望
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。こ
れ
は

Ｂ
Ｓ
Ｅ
や
商
品
表
示
の
偽
装
な
ど
、食
に
対
す
る
信
頼
が
裏
切
ら
れ
、消
費
者

と
生
産
者
の
信
頼
の
基
盤
が
一
部
で
崩
れ
て
い
る
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。 

　
家
庭
内
の
調
理
と
い
う
生
活
文
化
は
今
後
も
持
続
し
て
い
く
の
か
、あ
る
い

は
持
続
さ
せ
て
い
く
べ
き
な
の
か
？
 

　
今
回
の
調
査
で
、「
調
理
が
好
き
」と
い
う
回
答
は
、全
体
の
半
分
以
下（「
好

き（
一
四
・
八
％
）」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
好
き（
二
九
・
一
％
）」
）で
あ
っ
た
。

女
性
だ
け
を
見
て
も
、調
理
が
好
き
、あ
る
い
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
好
き
と
回

答
し
た
の
は
、二
〇
代（
五
四
・
三
％
）、三
〇
代（
五
四
・
五
％
）、四
〇
代（
四

九
・
三
％
）、五
〇
代（
五
〇
・
三
％
）、六
〇
歳
以
上（
五
九
・
一
％
）と
、六
〇
歳

以
上
を
除
け
ば
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。ま
た
、調
理
を
面
倒
と
感
じ
て
い
る
の

は
、全
体
の
四
割（
「
そ
う
思
う（
一
二
・
七
％
）」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う

思
う（
二
八
・
一
％
）」）で
あ
る
。女
性
だ
け
を
見
る
と
、二
〇
代（
三
八
・
六
％
）、

三
〇
代（
三
八
・
二
％
）、四
〇
代（
三
六
・
八
％
）、五
〇
代（
三
七
・
四
％
）、六
〇

歳
以
上（
二
六
・
五
％
）が
面
倒
と
感
じ
て
お
り
、二
〇
〜
五
〇
代
は
、ほ
ぼ
同
じ

と
な
っ
て
い
る
。 

　
仕
事
な
ど
で
調
理
に
割
け
る
時
間
が
少
な
く
な
り
、中
食
、外
食
な
ど
が
増

え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、今
見
た
よ
う
に
、食
に
対
す
る
安
全
や

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
重
視
な
ど
を
求
め
て
も
い
る
。こ
れ
ら
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に

は
、家
庭
内
調
理
と
い
う
も
の
を
、い
ず
れ
新
し
い
視
点
で
再
構
築
し
て
い
く
必

要
が
あ
ろ
う
。 

  　
生
活
全
体
の
充
足
度
に
つ
い
て
、「
非
常
に
満
足（
三
・
五
％
）」、「
満
足（
二

一
・
一
％
）」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足（
四
一
・
八
％
）」と
い
う
回
答
を
得

た
。
全
体
の
三
分
の
二
が
、何
ら
か
の
満
足
感
を
感
じ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、

暗
い
話
題
が
多
い
中
に
も
、私
た
ち
の
社
会
が
持
つ
底
堅
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。 

　
生
活
に
関
す
る
自
己
意
識
に
つ
い
て
も
、”社
会
の
一
員
と
し
て
何
か
社
会
の

た
め
に
貢
献
し
た
い
“（「
そ
う
思
う（
一
八
・
九
％
）」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ

う
思
う（
四
八
・
〇
％
）」）と
な
っ
て
お
り
、”人
生
の
目
標
を
た
て
、こ
つ
こ
つ
と

取
り
組
ん
で
い
く
方
だ
“（
「
そ
う
思
う（
一
八
・
九
％
）」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
そ
う
思
う（
四
八
・
〇
％
）」
）、”短
期
的
に
は
望
ま
し
い
と
思
っ
て
も
、長
い

目
で
見
て
正
し
い
か
ど
う
か
を
チ
ェッ
ク
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
“（「
そ
う

思
う（
八
・
四
％
）」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う（
四
一
・
六
％
）」
）と
、 

少
子
高
齢
化
時
代
の
住
ま
い
と
生
活
 

食
生
活

生
活
一
般

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
 

嫌い　
5.1％

無回答 
0.3％

好き
14.8％

総数 （n＝1161）

どちらかと
いえば好き
29.1％

どちらでもない
38.6％

どちらかと
いえば嫌い
12.1％

「あなたは調理が好きですか」図4

そう思わない
11.6％

無回答 0.2％

そう思う　
　12.7％

総数 （n＝1161）

どちらかと
いえばそう思う
　28.1％

どちらでも
ない　
29.4％

どちらかと
いえばそう
思わない
18.1％

「あなたは調理をすることを面倒と思いますか」図5
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目
で
見
て
正
し
い
か
ど
う
か
を
チ
ェッ
ク
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
“（「
そ
う

思
う（
八
・
四
％
）」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う（
四
一
・
六
％
）」
）と
、 

”意
識
の
上
で
は
“堅
実
な
生
活
観
を
持
っ
て
い
る
人
は
多
い
。一
方
で
、”他
人

に
迷
惑
を
か
け
て
も
権
利
は
権
利
と
し
て
主
張
し
た
い
“（
「
そ
う
思
う（
〇
・

九
％
）」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う（
五
・
二
％
）」
）、”孤
立
し
て
で
も

自
分
の
正
し
い
と
思
う
考
え
を
主
張
し
た
い
“（
「
そ
う
思
う（
四
・
五
％
）」、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う（
一
九
・
五
％
）」
）と
い
う
考
え
は
比
較
的
少

な
い
。自
己
主
張
の
少
な
さ
は
、よ
い
面
・
悪
い
面
の
両
方
あ
る
も
の
の
、少
な
く

と
も
そ
れ
ら
が
現
在
の
日
本
の
社
会
に
お
け
る
、一
定
の
安
定
性
と
堅
実
性
を

支
え
て
い
る
要
因
な
の
で
あ
ろ
う
。 

　
企
業
の
社
会
的
責
任（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）に
つ
い
て
は
、「
よ
く
知
っ
て
い
る（
六
・
七
％
）」、

「
だ
い
た
い
知
っ
て
い
る（
一
七
・
七
％
）」、「
聞
い
た
こ
と
が
あ
る（
二
九
・
四
％
）」

と
、一
応
、過
半
数
の
認
知
を
得
て
い
る
。そ
の
責
任
内
容
を
問
う
た
場
合
、

「
安
心
、安
全
で
優
れ
た
品
質
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
安
価
で
提
供
す
る（
八
二
・

三
％
）」、「
法
令
違
反
を
し
な
い・
企
業
倫
理
を
守
る（
五
六
・
七
％
）」、「
省
資

源
・
省
エ
ネ
や
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み（
五
一
・
〇
％
）」と
、企
業
が
守
る
べ

き
基
本
的
事
項
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。逆
に
言
え
ば
、生
活
者
は
、

そ
の
よ
う
な
基
本
的
事
項
す
ら
守
れ
て
い
な
い
企
業
の
存
在
に
失
望
し
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。 

    　
第
三
回
「
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
生
活
意
識
調

査
」の
概
要
を
、今
回
の
共
通
の
問
題
意
識
「
持
続
可
能
性
と
生
活
満
足
」と

い
う
視
点
で
概
観
し
た
。
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
関
心
は
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、

新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
一
部
で
実
践
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、い
ま
だ
大
き
な

広
が
り
に
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
、少
子
高
齢
化
な
ど
に
対
応
す
る
住
ま
い
と
の

新
し
い
付
き
合
い
方
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、依
然
と
し
て
現
状
維

持
志
向
で
、今
あ
る
生
活
を
変
え
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
い
こ
と
な
ど
、

持
続
可
能
な
豊
か
さ
に
対
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
や
課
題
が
見
い
だ
せ
た
。 

　
当
研
究
所
で
は
、今
後
も
継
続
し
て
こ
の
よ
う
な「
意
識
調
査
」
を
行
い
、豊

か
な
生
活
の
実
現
に
資
す
る
研
究
を
行
う
際
の
貴
重
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。そ
れ
に
は
、回
答
者
を
含
む
社
会
全
体
の
理
解
が
不
可
欠

で
あ
る
。そ
の
た
め
に
も
、本
調
査
に
関
す
る
分
析
・
提
言
に
関
し
、質
の
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
な
ご
意
見
を
い
た
だ
け
る
よ
う
努
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